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人口と世帯数　 2月29日現在
人　口 9,294人 （+  3）
男　性 4,341人 （+  3）
女　性 4,953人 （±  0）
世帯数 4,827世帯 （+  9）

　

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

3/31 1 2 3 4 5

町内保育所入園式
　 近永・泉

6

7 8

町内小学校入学式
日吉中学校入学式

9

広見中学校入学式

10 11

　　  日吉

12

　 好藤・愛治・三島

13

　 近永

14 15 16 17 18 19

　 近永・泉

20

21

消防団入団式
辞令交付式

22 23 24 25

　　  日吉

26 

　 好藤・愛治・三島

27

　 好藤・愛治

28 29 昭和の日 30 5/1 5/2 5/3 5/4

 休日当番医
日 医院名・電話番号

7 口羽外科胃腸科医院☎ 32-5000
旭 川 荘 南 愛 媛 病 院☎ 45-1101 市立宇和島病院小児科☎ 25-1111

14 い し む ら 整 形 外 科☎ 20-6635
水 谷 医 院☎ 52-0144 桑 折 小 児 科☎ 24-5633

21 篠 原 医 院☎ 45-3370
橋本内科クリニック☎ 52-0808 上 田 小 児 科☎ 25-0100

28 加 藤 整 形 外 科☎ 22-7111
いわむらクリニック☎ 52-3111 市立宇和島病院小児科☎ 25-1111

29 し ま せ 医 院☎ 27-1888
吉田内科泌尿器科医院☎ 25-1330 市立宇和島病院小児科☎ 25-1111

 レディース単独検診
日 場所 受付時間 子宮がん 乳がん 骨

18 愛治公民館 9：30～12：00 〇（頸） 〇（マンモ） 〇

24 泉公民館 9：30～12：00 〇（頸） 〇（マンモ） 〇

26 好藤公民館 9：30～12：00 〇（頸） 〇（マンモ） 〇

※骨…骨粗鬆症検査
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…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとジョンとアンの英会話教室

今月の表紙

1

月 April
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つながりと支え合い 笑顔あふれるまち きほく

生涯現役！ 経験を活かして地域で働く

子育て応援！ 家事・育児のお手伝い

きほくの地域福祉を伝えるコーナー
Vol.10

さまざまな仕事をされ現役を退いた後も、身体
は元気！経験を活かしてまだまだ働きたい！社
会の役に立つ仕事をしたい！という思いがある
高齢者の皆さんが、公共団体・企業・家庭など
からの仕事に従事することができる仕組みを皆
さんご存じですか？「鬼北町シルバー人材セン
ター」は令和２年４月に設立されました。現在
66 歳から 77 歳までの約 20 名が会員として入会
され、主に草刈りなどに従事され、１カ月ごとに
配分金（報酬）が支払われます。

◎入会するには…
　①事務局で入会説明を受ける
　②入会申込書などを提出する

必要なもの：入会申込書兼会員票、就業内容
承諾書、運転免許証の写し、印鑑、写真２枚、
通帳の写し、センター年会費（2,000 円）

◎仕事の仕組み

“新たな知り合いができたり、やりがいを感じた
りすることができる活動です。”

◎退会するには…
　退会は自由です。事務局へ「退会届」を提出し、
会員証を返却してください。

◎お問い合わせ・入会申込先
　鬼北町シルバー人材センター　事務局
　（鬼北町総合福祉センターひまわり内）
　☎ 0895-49-3694

　家事・育児が困難になっているご家庭で、次のい
ずれかに当てはまる方を対象にヘルパーを無料で派
遣します。
※妊娠中の方（母子健康手帳の交付を受けている方）
※１歳未満の子どもがいる方
※就学前の子どもを養育する保護者で病気等により

日常生活に支援が必要な方

　サービス内容

家事支援　●食事の準備・後片付け  ●衣類の洗濯
●居室の清掃・整理整頓  ●生活必需品の買い物
●郵便物の配送 など

育児支援　●授乳の準備・後片付け  ●オムツ交換
●沐浴介助  ●健診等の付き添い など

　利用回数

・１回につき２時間以内、１日２回まで
・妊娠中の方：20 回まで
・産後の方：30 回まで

　利用時間や場所

・月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
・午前９時～午後５時まで
・利用者（保護者）とお子さんが一緒に

いる場所で行います。留守宅あるいは、
乳幼児のみの家庭には派遣できません。

（託児ではありません）

シルバー人材センターで
働く高齢者

鬼北町子育て支援
ヘルパー派遣事業

発注者
（企業・家庭など）

シルバー人材
センター 会 員

相談は子育て世代包括支援センター おにっこ
☎ 0895-45-1111（内線 3113）

がんばりすぎないで！
まずは相談だけでも！
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肥
料
、
飼
料
、

燃
料
等
の
価
格
高

騰
が
続
き
、
担
い

手
不
足
や
鳥
獣

害
な
ど
の
大
き
な
課
題
も
あ
り
、
地

域
農
業
の
現
状
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
担
い
手
不

足
は
、
体
験
農
園
、
農
業
研
修
制
度

及
び
農
業
法
人
等
へ
の
農
業
就
業
者

支
援
事
業
の
実
施
と
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
の
活
用
や
就
農
希
望
者

に
対
す
る
農
地
探
し
、
技
術
研
修
な

ど
、
一
貫
し
た
就
農
支
援
を
行
い
、

農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
育
成
に
努

め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改
正
に
基

づ
き
、
農
地
所
有
者
の
意
向
把
握
に

努
め
、
地
域
に
お
け
る
農
業
の
将
来

の
在
り
方
を
定
め
る
地
域
計
画
を
策

定
し
、
担
い
手
に
対
す
る
農
地
の
集

約
化
や
集
団
化
等
を
通
じ
た
農
地
の

効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
促
進
を

図
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ

い
て
、
担
い
手
農
家
、
北
宇
和
高
校
、

新
居
浜
高
専
及
び
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
鳥
獣
害
対
策
の
新
事
業
の

展
開
は
、
前
年
度
に
稼
働
を
開
始
し

た
「
ジ
ビ
エ
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
加
工
処

理
施
設
」
で
、
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣

を
地
域
資
源
と
し
て
有
効
活
用
を
図

り
、
減
容
化
施
設
の
運
用
と
併
せ
、

捕
獲
者
の
埋
設
に
か
か
る
労
力
の
軽

減
、
農
作
物
等
の
被
害
軽
減
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
ユ
ズ
や
キ
ジ
を
は
じ
め
と

す
る
特
産
品
を
使
っ
た
加
工
食
品
な

ど
を
開
発
・
製
造
し
、
特
産
品
の
高

付
加
価
値
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
林
業

の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
新
規
林
業

就
業
者
の
支
援
と
、
林
業
従
事
者
の

労
働
環
境
の
整
備
や
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
の
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、「
南
予
森
林
管
理
推
進

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、「
南
予
森
林
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
開
講
し
て
お
り
、
林

業
の
即
戦
力
と
な
る
た
め
の
知
識
や

技
術
の
習
得
に
向
け
た
研
修
を
行

い
、
林
業
担
い
手
の
育
成
確
保
を
図

り
ま
す
。

間
伐
等
の
推
進
は
、
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
や
集
積
計
画
等
に
よ

り
、
森
林
の
経
営
管
理
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
取
り
組
み
で
は
、
木
材
の
有
効

利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
協
議
に
努
め
ま
す
。

社
会
経
済
活
動

が
再
開
し
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
日
常

に
戻
り
つ
つ
あ
る

現
状
に
お
い
て
も
、
商
工
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
。

中
小
企
業
振
興
資
金
制
度
な
ど
、

企
業
活
動
に
お
け
る
経
済
基
盤
の
確

保
・
支
援
に
、
引
き
続
き
取
り
組
む

み
、
雇
用
奨
励
金
や
資
格
取
得
に
か

か
る
経
費
の
補
助
な
ど
、
商
工
会
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
元
気
の
あ

る
商
店
や
企
業
の
支
援
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
外
部
か
ら
の
企
業
誘
致
を

積
極
的
に
行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
の
開
発
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
の
発
信
力
強
化
に
よ

り
、
納
税
者
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、

「
稼
ぐ
地
域
の
実
現
」
を
目
指
し
ま

す
。

豊
か
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
体

験
型
・
着
地
型
観

光
旅
行
商
品
の
造

成
や
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
法
人
」
の

設
立
準
備
、
観
光
・
物
産
事
業
者
の

創
出
に
向
け
て
の
土
壌
形
成
な
ど
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
、
引
き
続

き
、
取
り
組
み
、「
成
川
渓
谷
休
養

休
憩
施
設
」
を
「
癒
し
の
里
」
と
し

て
、
県
内
外
に
広
く
情
報
を
発
信
し
、

町
へ
の
誘
客
増
加
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

継
続
・
深
化
を
図
り
、
メ
デ
ィ
ア
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
さ
ら

な
る
町
の
認
知
度
向
上
・
誘
客
の
獲

得
に
取
り
組
み
ま
す
。新

た
な
産
業
の

育
成
や
就
労
の
場

の
拡
大
を
図
る
た

め
に
は
、
起
業
を

目
指
す
人
が
事
業
を
展
開
し
や
す
い

環
境
、
充
実
し
た
支
援
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
お
い

て
も
「
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」

を
継
続
し
、
起
業
支
援
と
雇
用
の
創

農
業
の
振
興

林
業
の
振
興

商
工
業
の

振
興

観
光
・
物
産

の
振
興

雇
用
の
創
出

特
色
あ
る
産
業
を
創
り
育
て
、

誰
も
が
元
気
に
働
け
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

令和６年度

施 政 方 針
「躍動のまち」「安らぎのまち」
「満足のまち」を目指して

３月８日に開催された第１回鬼北町議会定例会２日目、兵頭町長が「令和６年度施政方針」を
述べました。その概要をお知らせします。
　施政方針とは、この１年間にどのような施策を行うのか、町の進むべき指針を示すものです。
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出
に
努
め
、
企
業
が
参
入
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

北
宇
和
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
企

業
説
明
会
」
に
つ
い
て
、
対
象
者
を

中
学
生
ま
で
に
拡
充
し
、「
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
」
に
よ
る
就
労
人
口
と
定

住
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、
雇
用
創

出
と
人
口
減
少
課
題
に
重
層
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

女
性
が
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
働

き
、
ま
た
、
働
こ

う
と
す
る
思
い

を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の
就
業
機

会
の
拡
大
や
多
様
な
働
き
方
へ
の
支

援
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

地
域
・
家
庭
・
教
育
等
へ
の
男
性
参

画
を
重
視
し
た
広
報
・
啓
発
活
動
の

強
化
に
努
め
、
結
婚
か
ら
子
育
て
ま

で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
、
女
性
が

活
躍
で
き
る
場
の
整
備
・
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
職
場
で
の
女
性
管
理
職
の

採
用
や
公
的
な
場
で
の
女
性
の
登
用

を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
企
業
の
模

範
と
な
る
よ
う
、
管
理
職
へ
の
女
性

職
員
の
登
用
を
積
極
的
に
行
う
な

ど
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰
も
が

活
躍
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

町
民
へ
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
及
び

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活

動
の
周
知
や
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
再
資
源
化
に
向

け
た
回
収
方
法
の
見
直
し
検
討
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
ご
み

排
出
量
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

環
境
美
化
の
取

り
組
み
と
し
て
、

「
エ
ヒ
メ
Ａ
Ｉ

－

１
（
環
境
浄
化
微

生
物
）」
の
普
及
活
動
や
広
見
川
等
統

一
清
掃
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の

町
民
参
加
型
に
よ
る
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

現
在
、
町
内
に

は
農
家
民
宿
が
１

軒
あ
り
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
数
も

徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
南
予

地
域
で
は
「
ふ
る
さ
と
南
予
感
動
体

験
」
と
題
し
た
体
験
型
修
学
旅
行
の

誘
致
・
受
入
れ
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
貸

農
園
、
観
光
農
園
の
開
設
、
民
家
の

改
修
等
の
支
援
な
ど
、
さ
ら
な
る
受

入
れ
体
制
の
充
実
と
、
魅
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
施
設
「
ワ
ー
ム
ス
」
の
レ
ン
タ
ル

サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
、
広
域
的
な
観

光
イ
ベ
ン
ト
や
、
長
期
滞
在
型
の
広

域
観
光
ル
ー
ト
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

地
球
温
暖
化

は
、
避
け
る
こ
と

の
で
き
な
い
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、

町
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
積
極
的
に
そ
の
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す

た
め
、「
鬼
北
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」
を
令

和
６
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
当

該
計
画
に
基
づ
き
、
町
全
体
で
太
陽

光
発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
や
、
豊
富
な
森
林
資
源
の

利
活
用
、
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

な
ど
に
取
り
組
み
、
農
林
業
な
ど
の

産
業
活
動
や
日
常
生
活
に
お
け
る
脱

炭
素
化
と
地
域
活
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

町
立
北
宇
和
病

院
を
中
核
に
、
町

立
診
療
所
や
民
営

医
療
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
適
正
化

に
努
め
ま
す
。
北
宇
和
病
院
は
、
指
定

管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
旭
川

荘
と
の
連
携
を
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
一
次
医
療
圏
域
に
お
け
る

公
的
な
医
療
機
関
と
し
て
、
信
頼
さ
れ

る
医
療
機
関
を
目
指
し
て
、「
地
域
の

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
保
健
の
包
括
的

な
連
携
」、「
健
全
な
病
院
運
営
」、「
町

民
の
健
康
を
守
り
良
質
な
医
療
の
提

供
」
に
努
め
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
町
内
医
療
施

設
に
お
け
る
人
材
の
確
保
・
定
着
促
進

を
図
る
た
め
、「
医
師
確
保
奨
学
金
制

度
」
及
び
「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
一
般
病

床
の
一
部
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に

転
換
し
、
在
宅
復
帰
支
援
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
医
療
機
器
の
更
新
を
行

い
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
鬼
北
町
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
特
定
健
診
受
診
率
は
県
下

で
も
高
い
状
況
で
す
が
、
鬼
北
町
は
県

内
で
も
高
血
圧
の
有
病
率
が
高
く
、
脳

血
管
疾
患
・
心
疾
患
で
死
亡
す
る
方
が

多
い
状
況
で
あ
り
、健
康
診
断
受
診
者・

が
ん
検
診
受
診
者
の
固
定
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
令
和
６

年
度
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
尊

い
命
が
守
れ
る
よ
う
に
、
国
の
推
奨
す

る
五
つ
の
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肺
・

子
宮
・
乳
）
を
無
料
化
す
る
と
と
も
に
、

が
ん
検
診
受
診
と
合
わ
せ
て
、
特
定
健

診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
・
重
症
化
予
防
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
の
多
い「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
」

の
支
援
と
「
が
ん
患
者
補
正
具
」
等
の

購
入
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

「
き
ほ
く
の
里
保

育
園
」、「
認
定
こ

ど
も
園
さ
く
ら
」、

「
認
定
こ
ど
も
園
ゆ

ず
っ
こ
」
の
３
園
体
制
と
し
、
各
施

設
の
環
境
を
整
備
し
、
保
育
時
間
の

延
長
、
一
時
預
か
り
等
を
引
き
続
き

実
施
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
病
児
保
育

は
、
令
和
６
年
度
内
の
実
施
に
向
け
、

関
係
各
所
と
調
整
を
図
り
ま
す
。

町
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ぽ
っ

け
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
早
朝
・
い

の
こ
り
保
育
や
障
が
い
児
保
育
を
継

続
し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼

間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
の
児
童
に

対
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
放

課
後
子
ど
も
教
室
を
継
続
し
ま
す
。

併
せ
て
、「
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支
援

事
業
」
を
継
続
実
施
し
、
公
民
館
等

に
支
援
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る

学
習
塾
形
式
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
習
得
支
援
や
学

習
支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育

て
世
帯
、
子
ど
も
に
対
し
、
母
子
保

女
性
の

活
躍
推
進

資
源
循
環
型

社
会
の
推
進

エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
推
進

環
境
保
全
の

推
進

グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

地
域
医
療

体
制
の
充
実

子
育
て
支
援

策
の
充
実

美
し
い
自
然
を
守
り
活
か
し
、誰
も
が
訪
れ
た
い
、

帰
り
た
い
と
感
じ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

福
祉
の
充
実
で
安
心
生
活
を
確
保
し
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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健
・
児
童
福
祉
の
両
機
能
が
一
体
的

に
相
談
支
援
を
行
う
機
関
と
し
て
、

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、「
出
産
・
子
育
て
支
援

交
付
金
」
や
一
般
不
妊
治
療
の
助
成

に
加
え
、「
出
産
世
帯
応
援
補
助
金
（
家

電
）」、「
出
産
世
帯
奨
学
金
返
還
支
援

補
助
金
」、「
不
妊
治
療
及
び
妊
産
婦

健
診
交
通
費
補
助
金
」
等
、
妊
娠
・

出
産
に
係
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

家
計
に
対
す
る
財
政
支
援
と
し
て

は
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
措

置
や
、
３
歳
以
上
の
保
育
料
無
償
化
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
引

き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
、
出
生

時
と
小
学
校
入
学
時
、
中
学
校
入
学

時
に
、
一
時
金
を
支
給
す
る
「
す
く

す
く
鬼
北
っ
子
応
援
給
付
金
」
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
定
住
や
空

き
家
の
活
用
を
推
進
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
が

特
定
の
地
域
に
居
住
す
る
場
合
に
支

援
す
る
「
保
育
所
遠
距
離
通
園
支
援

事
業
」
や
「
子
育
て
世
帯
特
定
地
域

居
住
支
援
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
開
始

し
た
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
費
用
に

対
す
る
補
助
金
を
住
民
が
利
用
し
や

す
い
方
法
に
改
善
し
、
物
価
高
騰
に

伴
う
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
を
回
避

す
る
た
め
、
学
校
給
食
費
の
一
部
を

支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
地

域
の
高
齢
者
が
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
「
地
域
サ
ロ
ン
」
の
運
営

を
支
援
し
、生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
保
健
と
介
護
が
連
携
し
、
地

域
サ
ロ
ン
等
で
の
介
護
予
防
の
啓
発
に

努
め
、
介
護
認
定
に
は
至
ら
な
い
虚
弱

な
高
齢
者
の
方
が
利
用
可
能
な
「
住
宅

改
修
事
業
」
や
「
福
祉
用
具
購
入
事
業
」

の
利
用
促
進
を
図
る
な
ど
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
支
援
し
、
高
齢
者
の
生
活

と
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
の
充

実
を
図
り
、
地
域
に
活
力
を
生
み
出

し
、
地
域
社
会
の
福
祉
と
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
徘
徊
行
動
の
見
ら
れ
る

高
齢
者
の
早
期
保
護
と
安
全
確
保
の

た
め
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
等
の
利

用
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

事
業
を
新
設
し
、
幅
広
い
年
齢
層
に

対
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
タ
ー
講
座
」

の
実
施
、
町
民
や
事
業
者
の
連
携
に

よ
る
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域

ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
見
守
る
活
動
を

よ
り
一
層
進
め
、
高
齢
者
の
権
利
と

財
産
を
守
る
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
宇
和
島
圏
域
の

１
市
３
町
に
よ
り
広
域
設
置
し
た
「
宇

和
島
地
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
ピ
ッ

ト
）」
と
連
携
し
、
広
報
・
啓
発
・
相

談
等
の
業
務
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
等
の
災
害
弱
者
へ

の
支
援
と
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
民
間

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
委
託
し
、

自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
安
全
か
つ

迅
速
な
避
難
支
援
が
行
え
る
た
め
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

病
院
や
施
設
等

か
ら
地
域
生
活
に

円
滑
に
移
行
で
き

る
よ
う
、
支
援
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
障
害
児
通
所
給
付
の
提
供
、
自

立
支
援
医
療
や
地
域
生
活
支
援
事
業
の

各
種
給
付
、
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業

所
の
運
営
な
ど
を
通
じ
て
、
障
が
い
者

や
障
が
い
児
の
社
会
参
加
支
援
や
就
労

機
会
の
提
供
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
福
祉
避
難

所
を
は
じ
め
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
災
害
時

福
祉
支
援
の
体
制
整
備
を
推
進
し
、

障
が
い
児
と
そ
の
家
族
が
切
れ
目
な

い
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
出
生
か

ら
成
人
ま
で
の
成
長
を
記
録
で
き
る

リ
レ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
整
備
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
、
関
係
機

関
の
円
滑
な
連
携
に
よ
る
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。幸

せ
な
生
活
を

地
域
全
体
で
推
進

す
る
た
め
に
、
地

域
福
祉
の
意
識
醸

成
と
理
解
促
進
を
図
り
な
が
ら
福
祉

活
動
を
担
う
人
材
確
保
と
育
成
が
不

可
欠
で
す
。
地
域
福
祉
に
つ
い
て
町

民
が
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
多
様
な
人

材
が
輪
に
な
っ
て
支
え
合
う
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自

治
会
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援

し
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
す
べ
て
の

人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
支

え
合
い
を
実
現
す
る
た
め
、
課
題
の
早

期
発
見
や
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
相

談
窓
口
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
複
雑
化

す
る
課
題
へ
包
括
的
・
重
層
的
に
支
援

し
て
い
く
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

を
活
用
し
、
助
け
合
い
・
支
え
合
い

の
意
識
醸
成
の
た
め
の
情
報
や
、
各

福
祉
分
野
に
お
け
る
地
域
活
動
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
努
め
ま
す
。

気
象
災
害
が
、

頻
発
化
・
激
甚
化

し
て
お
り
、
い
つ

大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
感
染
症
対
策
を
考
慮
し

た
災
害
対
応
も
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
町
民
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、
広
報
、
回
覧
、

宇
和
島
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し

た
啓
発
を
強
化
し
、
鬼
北
町
地
域
防
災

計
画
の
随
時
見
直
し
や
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
体
制
の

確
立
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政

無
線
、
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
、
携

帯
電
話
の
緊
急
速
報
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
防
災
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
て
実
施
し
、
緊
急
時
に
ラ
ジ
オ

の
臨
時
災
害
局
を
開
局
及
び
放
送
が

で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
計
画
し
ま
す
。

町
内
の
自
主
防
災
組
織
等
関
係
団

体
に
は
、
講
演
会
や
出
前
講
座
を
計
画

し
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
図
上

訓
練
や
、
避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
防
災
力
の
強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
各
自
主
防
災
組
織
の

活
動
費
予
算
を
増
額
し
、
各
組
織
の
備

蓄
品
整
備
や
訓
練
等
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
消
防
団
で
は
、
団
員
確
保

に
取
り
組
み
、
装
備
品
や
老
朽
化
し
た

消
防
施
設
の
計
画
的
な
更
新
及
び
「
消

防
施
設
整
備
補
助
金
」
の
補
助
率
の
見

直
し
を
行
い
、
消
防
団
を
含
め
た
町
全

体
に
お
け
る
消
防
力
の
充
実
強
化
を

図
り
ま
す
。

携
帯
電
話
の
圏

外
エ
リ
ア
解
消
に

向
け
新
た
な
基
地

局
の
整
備
を
進
め

つ
つ
、
緊
急
時
に
圏
外
エ
リ
ア
で
も
通

信
を
可
能
と
す
る
携
帯
電
話
に
代
わ

る
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
に
向
け

て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の
整
備
に

よ
り
、
高
速
通
信
環
境
下
で
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
容
易
で
あ
る
等
の
利
点

を
活
か
し
、
都
市
圏
に
本
社
を
置
く
企

業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
施
設
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

設
な
ど
を
活
用
し
、
企
業
誘
致
や
交
流

人
口
、
移
住
及
び
定
住
人
口
の
拡
大
に

努
め
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
近
永
駅
を

中
心
と
し
た
総
合

的
・
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、「
近
永
駅
周
辺
賑
わ
い
創

出
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
施
計
画
」
に
掲
げ
る

目
標
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
、「
近

永
駅
周
辺
賑
わ
い
創
出
事
業
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡

地
の
活
用
で
は
、
子
育
て
支
援
施
設
や

公
園
、
住
民
交
流
施
設
や
商
業
施
設
、

ま
た
、
そ
れ
ら
の
一
体
的
機
能
を
有
す

る
複
合
施
設
の
検
討
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
用
方
法
、
方
向
性
に
つ
い
て
、

障
が
い
者

福
祉
の
充
実

高
齢
者
福
祉

の
充
実

地
域
福
祉
の

推
進

防
災
・
減
災

対
策

情
報
基
盤
の

整
備
・
活
用

都
市
計
画
の

推
進

整
っ
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
で
快
適
生
活
を
守
り
、

誰
も
が
安
全
・
快
適
に
過
ご
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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引
き
続
き
検
討
し
、
具
体
的
な
活
用
プ

ラ
ン
の
作
成
に
努
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
構
築

す
る
上
で
は
、
生

活
の
基
盤
と
な
る

公
共
交
通
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
移
動
手
段
の
創

出
や
交
通
弱
者
対
策
な
ど
、
利
便
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
民

間
路
線
バ
ス
の
運
行
支
援
や
町
営
バ

ス
の
継
続
運
行
な
ど
、
引
き
続
き
、
町

民
の
移
動
手
段
で
あ
る
公
共
交
通
機

関
の
維
持
・
継
続
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
た
、
免
許
を
持
た
な
い
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者
公
共
交

通
割
引
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
利
用

状
況
の
検
証
を
行
い
、
対
象
者
や
利
用

回
数
の
拡
大
を
検
討
し
、
公
共
交
通
に

お
け
る
利
便
性
の
向
上
と
交
通
弱
者

救
済
の
た
め
の
施
策
に
、
引
き
続
き
、

取
り
組
み
ま
す
。

道
路
、
橋
梁
の
整
備
で
は
、
国
道
、

県
道
、
町
道
の
整
備
促
進
に
努
め
、
安

全
性
に
配
慮
し
た
維
持
、
管
理
を
実
施

し
ま
す
。
特
に
、
老
朽
橋
梁
の
点
検
結

果
を
基
に
補
修
率
ア
ッ
プ
に
取
り
組

み
ま
す
。

老
朽
化
が
著
し

く
、
修
繕
や
耐
震

化
も
不
可
能
な「
居

住
困
難
空
き
家
」

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地
震
に
よ
る

倒
壊
や
倒
壊
家
屋
の
火
災
に
よ
る
延

焼
被
害
な
ど
、
生
活
に
不
安
を
感
じ
る

相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
の

恐
れ
が
あ
る
「
老
朽
危
険
空
き
家
」
は
、

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

指
導
、
勧
告
の
ほ
か
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
、「
老
朽
危
険
空
家
除
却
事
業

補
助
金
交
付
制
度
」
に
よ
り
、
危
険

空
き
家
の
除
却
を
支
援
し
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心

な
生
活
環
境
の
確
保
、
防
災
・
減
災

対
策
に
努
め
ま
す
。

一
方
、
入
居
可
能
な
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、「
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
」
の
活
用
や
「
空
き
家
改
修
補

助
事
業
」、「
再
生
物
件
活
用
事
業
」
の

継
続
に
よ
り
、
空
き
家
の
有
効
活
用
、

移
住
定
住
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

公
園
・
広
場
の

整
備
・
利
用
促
進

や
、
奈
良
川
緑
地

公
園
で
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
、
町
内
の
公
園
の
利
用

促
進
を
図
り
、
町
民
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
交
流
人
口
増
加
に
活
用
し

ま
す
。

ま
た
、
賃
貸
共
同
住
宅
の
整
備
に

係
る
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
民

間
賃
貸
共
同
住
宅
整
備
補
助
事
業
」
に

よ
り
、
定
住
人
口
の
増
加
、
転
出
人

口
の
抑
制
を
図
る
な
ど
、
引
き
続
き
、

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

上
水
道
事
業

で
は
、
本
町
の
水

道
普
及
率
は
97
・

0
％
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
上
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
高

め
る
た
め
、
水
質
管
理
体
制
の
充
実
に

よ
り
、
よ
り
一
層
安
全
な
水
道
水
の
供

給
に
努
め
、
施
設
の
耐
震
化
や
改
築
・

更
新
な
ど
、
計
画
的
に
老
朽
化
施
設
等

の
整
備
を
行
い
、
災
害
に
備
え
た
強
靭

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
構
築
す
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
庫
補
助
事
業

に
よ
り
、
西
野
々
地
区
の
基
幹
管
路
更

新
工
事
に
着
工
す
る
ほ
か
、
５
年
度
か

ら
繰
越
し
と
な
っ
た
成
川
、
大
藤
水
系

の
電
気
計
装
設
備
更
新
工
事
と
、
生
田

地
区
、
日
吉
地
区
の
一
部
の
配
水
管
耐

震
管
更
新
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

次
に
、
下
水
道
事
業
で
は
、
住
環

境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保
全
の
た

め
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
接
続
率
の

向
上
と
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
な

ど
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
生
活
排
水

処
理
施
設
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

公
営
企
業
会
計
に
よ
る
下
水
道
事
業

を
開
始
し
て
お
り
、
公
営
企
業
会
計
の

経
営
分
析
な
ど
更
な
る
健
全
経
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。交

通
安
全
啓
発

パ
レ
ー
ド
を
継
続

的
に
実
施
し
、
地

域
か
ら
の
要
望
・

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
危
険
箇

所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
な
ど
、
引

き
続
き
、
町
民
の
交
通
安
全
対
策
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
を
対
象
と
し
た
「
自
主
返
納

支
援
事
業
」
に
よ
る
支
援
金
の
交
付

や
、
給
油
補
助
券
の
配
布
を
引
き
続
き

実
施
す
る
こ
と
で
、自
主
返
納
を
促
し
、

交
通
事
故
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
に
対
す
る
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
へ
の
補
助
金
交
付
に
よ
り
、
犯

罪
抑
止
効
果
の
促
進
を
図
り
、
防
犯
協

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
連
携
し
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

小
学
校
６
校
、

中
学
校
２
校
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
指
定
す

る
な
ど
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。少
子
高
齢
化
、国
際
化
、

情
報
化
の
進
行
な
ど
急
速
に
変
化
す

る
社
会
情
勢
の
中
で
、
時
代
の
要
請

に
応
じ
た
教
育
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
基
礎
・

基
本
を
重
視
し
て
、
個
性
を
生
か
す

教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
社

会
の
変
化
に
自
ら
適
応
で
き
る
心
豊

か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、学
校
の
自
主
性
・

自
立
性
に
よ
り
、
地
域
の
様
々
な
団

体
や
個
人
と
連
携
し
、
世
代
を
超
え

た
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
郷
土
へ
の
関

心
や
愛
着
を
助
成
す
る
活
動
を
実
践

し
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
歴
史
を
大

切
に
す
る
生
き
る
力
に
満
ち
た
子
供

の
育
成
を
図
り
ま
す
。自

ら
学
び
考
え

る
力
を
付
け
さ
せ

る
と
と
も
に
、
学

習
習
慣
、
生
活
習

慣
の
確
立
及
び
学
習
指
導
の
改
善
を

図
り
ま
す
。
教
育
活
動
支
援
員
の
配

置
や
交
流
学
習
等
に
よ
り
、
児
童
生

徒
一
人
一
人
に
合
っ
た
指
導
に
努
め
、

学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
の
英
語
の
学

力
向
上
の
た
め
、
外
国
語
指
導
助
手

の
常
時
配
置
や
英
語
検
定
受
検
料
の

補
助
な
ど
を
行
い
、
支
援
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

各
学
校
で
地
域

資
源
や
地
域
の
人

材
を
活
か
し
た
教

育
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
い
た

児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
活
用
を

推
進
し
、
質
の
高
い
教
育
を
提
供
し

ま
す
。

な
お
、
広
見
中
学
校
は
、
２
月
に

文
部
科
学
大
臣
か
ら
教
育
課
程
特
例

校
の
認
可
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
か
ら
独
自
の
教
科
「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」
を
新

設
し
、
よ
り
一
層
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

子
供
の
心
身
の

健
康
を
守
る
た
め
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
配

置
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
で
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
食
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

老
朽
化
が
進
ん

だ
教
育
施
設
・
設

備
の
改
修
を
行

い
、
学
習
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
北
宇
和
高
校
の
安
定
し
た

生
徒
数
の
確
保
を
図
る
た
め
、
高
校

交
通
環
境
の

充
実

住
宅
・
公
園

の
充
実

交
通
安
全
・

防
犯
対
策

学
校
教
育
の

充
実

特
色
あ
る

学
校
づ
く
り

の
推
進

健
全
育
成
と

安
全
確
保

教
育
施
設

設
備
の
整
備

学
力
の
向
上

上
下
水
道
の

整
備
・
保
守

空
き
家
対
策

充
実
し
た
教
育
環
境
で
心
豊
か
な
人
を
育
み
、未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
育
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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と
連
携
し
、
引
き
続
き
、
全
国
募
集

に
取
り
組
む
ほ
か
、「
北
宇
和
高
校
教

育
寮
（
北
辰
寮
）」
の
適
正
な
運
営
管

理
、
ま
た
、
新
た
に
整
備
を
予
定
す

る
多
世
代
交
流
拠
点
施
設
の
活
用
に

よ
り
、
生
徒
数
の
安
定
確
保
と
高
校

魅
力
化
事
業
の
推
進
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

長
寿
化
や
余
暇

時
間
の
増
加
等
に

よ
り
、
生
涯
学
習

に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
お
り
、
公
民
館
を
拠
点

と
し
た
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
学
べ
る
」
生
涯
学
習
の
基
盤

整
備
に
取
り
組
み
、
各
種
講
座
等
の

学
習
機
会
の
提
供
を
行
い
、
自
主
的

な
活
動
が
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
は
、
町
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す

効
果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
誰

で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
で
、
町
民

の
健
康
増
進
を
図
り
、「
広
見
川
上
り

駅
伝
」
や
「
駅
伝
競
走
・
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
涯
学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
拠
点
と
な
る
学

習
・
体
育
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

無
形
文
化
財
と

し
て
、「
伊
予
神

楽
」、「
五
つ
鹿
踊

り
」、「
花
と
び
踊

り
」、「
鬼
北
文
楽
」
な
ど
、
有
形
文

化
財
と
し
て
、「
善
光
寺
薬
師
堂
」、「
明

星
草
庵
」
な
ど
、
多
数
の
文
化
財
が

存
在
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
、
伝
統
文
化
の
継
承
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
関
心
を
高

め
な
が
ら
、
大
切
な
歴
史
・
文
化
・

伝
統
の
継
承
が
行
え
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、「
で
ち
こ
ん
か
」
等

の
地
域
の
歴
史
・
自
然
・
食
文
化
を

活
用
し
た
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

「
武
左
衛
門
一
揆

記
念
館
」、「
大
野

作
太
郎
地
質
館
」、

「
歴
史
民
俗
資
料

館
」
な
ど
の
歴
史
・
文
化
を
今
に
伝

え
る
施
設
や
、「
等
妙
寺
旧
境
内
」、

「
岩
谷
遺
跡
」
な
ど
の
貴
重
な
史
跡

が
多
く
点
在
し
ま
す
。
先
人
が
残
し

た
足
跡
を
後
世
に
正
し
く
継
承
し
、

地
域
の
魅
力
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

等
妙
寺
旧
境
内
は
、「
奈
良
山
等
妙

寺
史
跡
公
園
」
及
び
「
歴
史
交
流
館
」

の
供
用
を
開
始
し
、
そ
の
活
用
を
図

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
町
内
の
歴
史
・

文
化
施
設
の
収
蔵
品
の
整
理
・
保
存

に
努
め
、
展
示
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る

講
座
や
講
演
会
、
学
習
会
な
ど
を
開

催
し
、
鬼
北
町
の
歴
史
遺
産
に
つ
い

て
、
広
く
町
内
外
の
多
く
の
方
に
魅

力
を
発
信
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お

い
て
人
権
教
育
を

推
進
し
、
生
涯
学

習
の
場
や
「
人
権

を
考
え
る
集
い
」
な
ど
を
継
続
的
に

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

女
性
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
方
針
や
決
定
過
程
の
場
へ
の

女
性
の
参
加
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
種
団
体
、
企
業
の
役
員
等
へ

の
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
る
と
と
も
に
、
性
別
や
年
齢
、
障

が
い
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
、

誰
も
が
そ
の
人
の
持
つ
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
意
識
の
醸
成
や

支
援
に
努
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
よ

り
よ
い
場
所
に
す

る
た
め
に
は
、
町

民
自
ら
が
考
え
、

互
い
に
連
携
し
、
町
の
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
政

に
対
す
る
住
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
よ
う
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
主
体

的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
不
透
明
な
社
会
情
勢

も
踏
ま
え
、
歳
出
予
算
の
重
点
化
に

努
め
ま
し
た
。

第
二
次
長
期
総
合
計
画
（
後
期
基

本
計
画
）
に
掲
げ
る
６
つ
の
基
本
目

標
に
基
づ
く
推
進
施
策
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

た
上
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
掲
げ
る
４
つ
の
目
標
、「
安
心
し

て
働
け
る
ま
ち
」、「
訪
れ
た
い
ま

ち
、
住
み
た
い
ま
ち
」、「
子
ど
も
に

や
さ
し
い
ま
ち
」、「
豊
か
で
く
ら
し

や
す
い
ま
ち
」を
達
成
す
る
た
め
に
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
育
て

関
連
予
算
の
拡
充
、
交
通
弱
者
対
策

の
強
化
な
ど
の
施
策
を
重
点
的
、
優

先
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

と
な
る
よ
う
な
、
財
政
基
盤
の
構
築

の
た
め
に
、
財
源
確
保
に
つ
い
て
も

徹
底
し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
編
成
し
た
令
和
６
年
度

予
算
は
、
一
般
会
計
が
前
年
度
当
初

比
８
・
４
％
の
減
の
総
額
84
億
４
千
万

円
、
特
別
会
計
は
５
会
計
の
合
計

が
34
億
１
千
１
５
２
万
６
千
円
、

公
営
企
業
会
計
で
は
３
会
計
の
合

計
額
が
20
億
９
千
１
３
８
万
６
千

円
と
な
り
、
す
べ
て
の
会
計
を
合

計
し
た
鬼
北
町
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
当
初
比
10
・
３
％
減
の

１
３
９
億
４
千
２
９
１
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

人
々
の
つ
な
が
り
を
深
め
、と
も
に
行
動
し
、

  

誰
も
が
自
ら
考
え
取
り
組
む
ふ
る
さ
と
づ
く
り

予
算
編
成
の
基
本
方
針

生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実

人
権
尊
重
・

男
女
共
同

参
画

町
民
に
よ
る

地
域
活
動
の

活
性
化

文
化
財
の

保
護
・
活
用

伝
統
文
化
の

継
承
・
発
展
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三島・日吉地区
下 鍵 山 9：00 ～ 9：10 日吉支所前

上 鍵 山

9：15 ～ 9：20 上鍵山集会所
9：25 ～ 9：30 上鍵山上本村集会所
9：35 ～ 9：40 長谷集会所
9：45 ～ 9：50 黒川上集会所
9：55 ～ 10：00 黒川下集会所

日 向 谷

10：10 ～ 10：15 出口集会所
10：20 ～ 10：25 日向谷生活改善センター
10：30 ～ 10：40 上中合集会所
10：45 ～ 10：50 日向谷御番所跡公園

上 大 野 11：00 ～ 11：05 上大野集会所

父 野 川 下

11：10 ～ 11：15 下本村集会所
11：20 ～ 11：25 川口集会所
11：30 ～ 11：35 上本村集会所
11：40 ～ 11：45 音地集会所

父 野 川 中
11：55 ～ 12：00 野々谷集会所
12：05 ～ 12：10 宮成集会所

川 上
13：00 ～ 13：05 川上農業構造改善センター
13：10 ～ 13：15 小越集会所
13：20 ～ 13：25 古用集会所

延 川 13：30 ～ 13：35 小野川集会所
久 保 13：40 ～ 13：45 久保集会所

小 松
13：50 ～ 13：55 三島グラウンド
14：00 ～ 14：05 中組集会所
14：10 ～ 14：20 三島公民館

下 大 野
14：25 ～ 14：30 下大野上組集会所
14：35 ～ 14：40 下大野集会所

広 見 14：45 ～ 14：50 広見集会所

近永・好藤地区
水 分 8：50 ～ 8：55 水分集会所
北 川 9：00 ～ 9：05 北川集会所
成 川 9：10 ～ 9：15 成川集会所
今 在 家 9：20 ～ 9：25 今在家集会所
奈 良 中 9：30 ～ 9：40 奈良中組集会所
奈 良 下 9：45 ～ 9：50 奈良下組集会所

中 野 川
9：55 ～ 10：00 等妙寺一号橋

10：05 ～ 10：10 中野川集会所
芝 10：15 ～ 10：20 芝集会所

近 永 10：25 ～ 10：35 近永集会所
永 野 市 10：40 ～ 10：50 永野市集会所
吉 波 11：05 ～ 11：10 吉波集会所
西 仲 11：15 ～ 11：20 西仲集会所
東 仲 11：25 ～ 11：30 東仲集会所

内 深 田
11：35 ～ 11：40 平井中集会所
11：45 ～ 11：55 好藤公民館

沢 松 12：00 ～ 12：05 沢松集会所

清 延
12：10 ～ 12：15 柏田生活改善センター
12：20 ～ 12：25 清延集会所

成 藤 12：30 ～ 12：35 成藤新田神社下

近 永
12：40 ～ 12：45 国遠団地集会所
12：50 ～ 13：10 役場河川敷駐車場（階段前）

愛治・泉地区

大 宿 9：00 ～ 9：05 土屋バス停前
9：10 ～ 9：20 大宿集会所

生 田 9：25 ～ 9：30 生田中組集会所
9：35 ～ 9：40 夫婦岩集会所

清 水 9：45 ～ 9：50 上組集会所

畔 屋 9：55 ～ 10：00 大平集会所下
10：05 ～ 10：10 畔屋集会所

清 水 10：15 ～ 10：25 愛治公民館
西 野 々 10：30 ～ 10：35 西野々集会所
小 西 野 々 10：40 ～ 10：45 小西野々集会所

小 倉 10：50 ～ 10：55 小倉コミュニティセンター
11：00 ～ 11：05 宮野々集会所

上 川 11：10 ～ 11：15 上川集会所下（消防詰所前）
岩 谷 11：20 ～ 11：25 岩谷集会所
興 野 々 11：30 ～ 11：35 芳組集会所

出 目 11：40 ～ 11：45 喜来橋前
11：50 ～ 11：55 興野々橋前（油谷側）

興 野 々 12：00 ～ 12：05 興野々生活改善センター

出 目

12：10 ～ 12：15 新田集会所下
12：20 ～ 12：25 中島集会所
12：30 ～ 12：35 峠集会所
12：40 ～ 12：45 出目生活改善センター

近 永 12：50 ～ 13：00 役場河川敷駐車場(階段前）

◆予防注射１頭につき 3,100 円 ( 年１回 )
　※お釣りのいらないようにしてください。
◆どの会場でも注射できますので、都合がつ

く会場へお越しください。
◆送付された案内ハガキを必ずご持参くだ
さい。

◆体調の良くない犬は獣医師に相談するか、
動物病院で接種してください。

◆注射には少なからず副作用があります。心
配な方は獣医師に事前に相談してくださ
い。

◆犬は、必ずクサリ等でつなぎ、噛みつく癖
のある犬には必ず口輪をしてください。

◆しっかりと犬を抑えられる方が会場へお越
しください。

◆新規登録や死亡・転出など登録手続きは事
前に環境保全課で行ってください。

◆当日は大変混雑しますので、会場での登録
手続きは一切受け付けません。

狂犬病予防注射（集合注射）を
受ける際のお願い

　事前に時間帯・実施場所をご確認いた
だき会場にお越しください。
　みんなで受けて、狂犬病から大切な愛
犬、家族を守りましょう！

  問 保 課　 係　内線 2 3

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

4
14（日）

4
12（金）

4
17（水）

狂
犬
病

予
防
注
射
日
程
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18

対象者
　０歳から18歳までの子ども
　※18歳到達後の３月末まで
■０歳から中学３年生まで
　事前申請のうえ、資格証を使用してください。
■中学卒業後から高校等卒業まで
　一旦自己負担し、領収書を一か月単位で整理

して請求してください。
【請求に必要なもの】
■領収書　■印鑑
■保護者（被保険者）の振込口座が分かるもの
■子どもの保険証と学生証（写し可）
■子ども自身に収入があればその明細書

注意点
■学校（保育所）等での傷病については、学校安

全災害共済給付制度を利用してください。
■他の公費助成が受けられる方は対象となりま

せん。
請求期限
　診療を受けた日の属する月の翌月の初日から

起算して３年以内
受付窓口
■町民生活課　福祉係
■日吉支所

　令和６年４月１日から町営バ
ス愛治線の生田バス停から生田
上組の間上下線において、町道
側を走行し、また、その区間の
みフリー乗降区間として試験運
行を開始いたします。
　ご利用のお客様につきまして
は、早めにご準備いただきしっ
かり手を挙げるなど、運転手に
わかりやすくお知らせください
ますようお願いいたします。
　なお、通過時間は生田上組バ
ス停到着時刻から生田バス停の
到着時刻となりますので、ご留
意ください。

課　 係　内線211問

ス（ ） リー

課　 係　内線2212 221問

大宿方面

清水方面

生田上組バス停

国道４４１号線

生田バス停

破線（町道側）
フリー乗降区間

お知らせ

表　彰 表　彰

　後期高齢者医療制度では、医療給付費に見合う保険料収入を確保し、健全な運営を維持するため、
２年に１度保険料率を見直しています。

（※１）令和６年度に新たに 75 歳に到達する方は、限度額 80 万円です。
（※２）旧ただし書き所得 58 万円以下の方は、令和６年度に限り所得割率 9.42％です。
（※３）令和４年度、令和５年度の数値

年金収入ごとの保険料（単身世帯の場合）

年金収入
令和６年度 令和７年度

均等割額    ＋ 所得割額     ＝ 年間保険料額 均等割額    ＋ 所得割額     ＝ 年間保険料額
153 万円以下
軽減割合

15,579 円 
7 割軽減 ＋  　　0 円 ＝　　15,570 円 15,579 円 

7 割軽減 ＋  　　0 円 ＝　　15,570 円

180 万円
軽減割合

25,965 円
5 割軽減 + 25,434 円 ＝　　51,390 円 25,965 円

5 割軽減 ＋ 27,432 円 ＝　　53,390 円

200 万円
軽減割合

41,544 円
2 割軽減 + 44,274 円 ＝　　85,810 円 41,544 円

2 割軽減 ＋ 47,752 円 ＝　　89,290 円

※保険料額は 10 円未満切捨て

均等割額軽減の判定所得が変わります
対象者の所得要件（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定所得の合計額） 軽減割合

43万円＋10万円×（給与・年金所得者の数－１）以下 ７割
43万円＋29.5万円×（世帯の被保険者数）＋10万円×（給与・年金所得者の数－１）以下 ５割
43万円＋54.5万円×（世帯の被保険者数）＋10万円×（給与・年金所得者の数－１）以下 ２割

お問い合わせ
愛媛県後期高齢者医療広域連合　☎ 089-911-7734
鬼北町役場町民生活課課税管理係　☎ 0895-45-1111（内線 2121）

　国や公共のために功労のあった 88 歳以上
の方を対象とする高齢者叙勲の発表があり、
河添稔さん＝成藤＝が受賞しました。
　河添さんは昭和 31 年に小倉小学校助教諭
として奉職し、昭和 60 年から教頭、平成 2
年から校長として勤
務しました。退職後
は、地域の発展等に
大きく貢献し、教育
行政に尽力いただき
ました。

　杉本幹子さん＝広見＝に愛媛県国民健康保
険団体連合会表彰が贈られました。

　杉本さんは、平成 28
年から鬼北町国民健康
保険運営協議会委員と
して活動。長年にわた
り、国民健康保険の健全
な運営に尽力されたこ
とが評価され、このた
びの受賞となりました。

保険料(年額)
【限度額】
R6年度 ： 73万円

※１
R7年度 ： 80万円

(66万円)
※３

均等割額

51,930 円
(49,140 円 )

※３

所　得　割　額

( 総所得金額等－基礎控除額） × 所得割率
　　　※基礎控除額：43 万円　    10.16％ ※２
　　　　　　　　　　　　   　  （9.09％）※３

＝ ＋
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18

対象者
　０歳から18歳までの子ども
　※18歳到達後の３月末まで
■０歳から中学３年生まで
　事前申請のうえ、資格証を使用してください。
■中学卒業後から高校等卒業まで
　一旦自己負担し、領収書を一か月単位で整理

して請求してください。
【請求に必要なもの】
■領収書　■印鑑
■保護者（被保険者）の振込口座が分かるもの
■子どもの保険証と学生証（写し可）
■子ども自身に収入があればその明細書

注意点
■学校（保育所）等での傷病については、学校安

全災害共済給付制度を利用してください。
■他の公費助成が受けられる方は対象となりま

せん。
請求期限
　診療を受けた日の属する月の翌月の初日から

起算して３年以内
受付窓口
■町民生活課　福祉係
■日吉支所

　令和６年４月１日から町営バ
ス愛治線の生田バス停から生田
上組の間上下線において、町道
側を走行し、また、その区間の
みフリー乗降区間として試験運
行を開始いたします。
　ご利用のお客様につきまして
は、早めにご準備いただきしっ
かり手を挙げるなど、運転手に
わかりやすくお知らせください
ますようお願いいたします。
　なお、通過時間は生田上組バ
ス停到着時刻から生田バス停の
到着時刻となりますので、ご留
意ください。

課　 係　内線211問

ス（ ） リー

課　 係　内線2212 221問

大宿方面

清水方面

生田上組バス停

国道４４１号線

生田バス停

破線（町道側）
フリー乗降区間
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鬼の

鬼 （ ）
岩田晃平さん （兵庫県）

鬼
熊さん （香川県）

最優秀賞
優 秀 賞

　鬼北町が推進する「鬼のまちづくり」の一環として2015年から実施している「鬼の造形大賞」。今回は65名
の製作者、76作品が集まりました。海外からの応募や、第１回から第９回まで毎年作品を応募いただく方
など、枠にとらわれることなく、作者の想いが込められた作品が多数あります。
　３月１日、鬼北町歴史民俗資料館で審査会が開催され、兵頭町長や程内議長など13名の審査員たちが真
剣な表情で作品を観察し審査を行いました。審査の結果、入賞した15作品は次のとおりです。

伊予銀行賞

愛媛銀行賞

鬼北町議会議長賞 鬼北町長賞

の 鬼
Kobayashiさん Kobayashiさん （（台湾台湾））

鬼の の鬼の の
豊嶋丈志さん （徳島県）

鬼鬼
石橋エイジ・マキコさん

（大阪府） 朝比奈秀男さん （東京都）

場　　所　鬼北町歴史民俗資料館１階 展示期間　９月１日（日）まで
開館時間　９時～17時 休 館 日　月曜日
入 館 料　200円
問い合わせ　企画振興課  地域活力創出係  内線2213

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
賞

広
見
郵
便
局
賞

鬼
北
町
農
業
公
社
賞

道
の
駅
森
の
三
角
ぼ
う
し
賞

鬼
北
町
商
工
会
賞

鬼の出番
米本陽子さん （千葉県）

鬼の出番
米本陽子さん （千葉県）

道
の
駅
日
吉
夢
産
地
賞

愛
媛
Ｆ
Ｃ
賞

あ
り
が
と
う
サ
ー
ビ
ス
賞

（
株
）フ
ジ
広
見
店
賞

（
株
）フ
ジ
広
見
店
賞

入賞作品のほか、応募のあった作品を下記にて展示しています。皆さんぜひご来館ください。

HOT NEWS 《第９回 鬼の造形大賞》
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鬼の

最優秀賞
優 秀 賞

　鬼北町が推進する「鬼のまちづくり」の一環として2015年から実施している「鬼の造形大賞」。今回は65名
の製作者、76作品が集まりました。海外からの応募や、第１回から第９回まで毎年作品を応募いただく方
など、枠にとらわれることなく、作者の想いが込められた作品が多数あります。
　３月１日、鬼北町歴史民俗資料館で審査会が開催され、兵頭町長や程内議長など13名の審査員たちが真
剣な表情で作品を観察し審査を行いました。審査の結果、入賞した15作品は次のとおりです。

伊予銀行賞

愛媛銀行賞

鬼北町議会議長賞 鬼北町長賞

場　　所　鬼北町歴史民俗資料館１階 展示期間　９月１日（日）まで
開館時間　９時～17時 休 館 日　月曜日
入 館 料　200円
問い合わせ　企画振興課  地域活力創出係  内線2213

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
賞

鬼ぎり鬼ぎり
田道間ハヤシ （北海道）

広
見
郵
便
局
賞

小鬼の休日
ぽんかんさん （高知県）

鬼
北
町
農
業
公
社
賞

鬼ガキと鬼ガエルの貯金箱
ランナートシさん （愛媛県）

道
の
駅
森
の
三
角
ぼ
う
し
賞おにもつおにもつ

岩﨑吾我太さん （島根県）

鬼
北
町
商
工
会
賞

鬼の出番
米本陽子さん （千葉県）

鬼の出番
米本陽子さん （千葉県）

道
の
駅
日
吉
夢
産
地
賞

一揆を起こす鬼農民
三堀啓一朗さん （千葉県）

愛
媛
Ｆ
Ｃ
賞

月から来た鬼
野瀬真友子さん （愛媛県）

あ
り
が
と
う
サ
ー
ビ
ス
賞

鬼愛（おにあい）鬼愛（おにあい）
K39さん （福岡県）

（
株
）フ
ジ
広
見
店
賞

（
株
）フ
ジ
広
見
店
賞

笛の音を愛した赤鬼
松本邦文さん （埼玉県）

入賞作品のほか、応募のあった作品を下記にて展示しています。皆さんぜひご来館ください。

《第９回 鬼の造形大賞》
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1.売買物件の表示及び数量
【物　　件】旧好藤小学校ポンプ小屋用地

　　　　　　（土地・既存構造物等含む）
【所　　在】鬼北町大字東仲599番1
【地　　目】雑種地
【地　　積】22.00㎡

2.開札日時及び場所
【日　　時】令和６年４月19日（金）

　　　　　 13時30分～
【場　　所】近永公民館２階　講堂

3.入札書提出先及び提出期限
【関係書類】総務財政課または

　　　　　 町ホームページ参照
　【提 出 先】総務財政課　管財係
　【提出方法】持参または郵送
　【提出期限】令和６年４月18日（木）
　　　　　 17時まで

4.入札参加者の資格及び条件
　（1）個人（20歳以上の成人）を対象とします。
　（2）次の事項に該当する場合は、入札に参加  

することはできません。
　　①破産者で復権を得ない人
　　②町税に未納がある人
　　③暴力団または公の秩序等を害する恐れ

のある団体等の者
5.用途の制限
　（1）契約締結後、２年は転売することができ

ない。
　（2）環境を保全するための努力義務を負う。

　町教育委員会では、令和３年度から協議・検討・実証を重ねて、
今年度、広見中学校の「教育課程特例校指定」を文部科学省に申請
していましたが、２月６日付けで文部科学大臣の認可を受けまし
た。これにより、令和６年度から広見中学校では、全国初の独自
の教科「地域コミュニケーション科」を全学年に新設します。
　「地域コミュニケーション科」は、「人とふれあう　生き方に学
ぶ」をキーワードに、ライフキャリア教育を推進する教科です。
この教科の中で、多くの人たちとの交流を通して生き方を学ぶと
ともに、地域の人たちとの関わりの中で郷土を愛し誇る心を育て、
コミュニケーションスキルの向上も目指していきます。

※教育課程特例校とは、文部科学大臣が学校または地域の実態に
照らし、より効果的な教育を実施するための特別の教育課程を
編成することを認める制度です。令和５年度現在、全国の教育
課程特例校は1801校。愛媛県内では、鬼北町立日吉小学校・日
吉中学校と松山東高等学校の３校です。

・ふるさと再発見ツアー日吉編
など

・Uターン学習など ・くるまざ♡ミーティングなど

課　 係　内線22問

【1年生】
ふるさと鬼北の魅力を
　実感できる教育活動の創造

【2年生】
地域と連携した
　　教育活動の推進

【3年生】
夢をはぐくむ
　ライフキャリア教育の推進

瀬戸内シクロクロスシリーズ瀬戸内シクロクロスシリーズ

第1回 鬼北シクロクロス in 奈良川 　　開催！第1回 鬼北シクロクロス in 奈良川 　　開催！
≪令和6年2月18日（日）≫≪令和6年2月18日（日）≫

オニクロ最高！オニクロ最高！

頑張れ～頑張れ～

victory
!!!

victory
!!!

ファーストヘルメットファーストヘルメット

安全確認！
みぎ、ひだり
安全確認！
みぎ、ひだり

❶❶

❸❸

❹❹❷❷

❽❽❼❼❻❻❺❺

❾❾

会場内では園児向けの自転車安全教室やミニマルシェも同時開催されており、子供から大人まで楽しめ
る自転車イベントとなりました。参加者からは「鬼北町を訪れる良いきっかけになりました」「大会を開
催してくれてありがとうございます」「また是非参加したいです」などの声が多数寄せられました。

❶朝もやの中スタート！❷舗装されて
いない斜面を自転車で走る選手達❸
ガッツポーズでゴール！❹キッズ達も
頑張りました！❺同時開催の自転車安
全教室では園児たちの可愛い姿にほっ
こり❻沢山の応援に力をもらい力走❼
鬼北町ならでは?!鬼の面をつけて走る
選手も！❽鬼北町の特産品を手に弾け
る笑顔❾町長連合（鬼北町長・上島町
長・松前町長・砥部副町長）も耐久レー
スへ参加！会場も大いに盛り上がりま
した！みんなで記念撮影。オニクロ
最高！

心配していた天気にも恵まれた２月の日曜日。鬼北町役場裏にある奈良川河川
敷にて、鬼北町では初となるシクロクロス大会（通称：オニクロ）が開催されま
した。２月の鬼北町としては珍しく最高気温が19度を超える程の汗ばむ陽気と
なったこの日。県内外から約150名の選手たちが奈良川河川敷に集い、暑い熱
いレースが繰り広げられました！！

※シクロクロスとは舗装路や土、芝、障害物など多彩な路面状況を織り交ぜた単距離
コースを自転車で走る周回レースです。上級者、中級者、初心者、耐久レースなど
さまざまなカテゴリーがあり、自転車初心者でも参加しやすい人気の大会です。
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1.売買物件の表示及び数量
【物　　件】旧好藤小学校ポンプ小屋用地

　　　　　　（土地・既存構造物等含む）
【所　　在】鬼北町大字東仲599番1
【地　　目】雑種地
【地　　積】22.00㎡

2.開札日時及び場所
【日　　時】令和６年４月19日（金）

　　　　　 13時30分～
【場　　所】近永公民館２階　講堂

3.入札書提出先及び提出期限
【関係書類】総務財政課または

　　　　　 町ホームページ参照
　【提 出 先】総務財政課　管財係
　【提出方法】持参または郵送
　【提出期限】令和６年４月18日（木）
　　　　　 17時まで

4.入札参加者の資格及び条件
　（1）個人（20歳以上の成人）を対象とします。
　（2）次の事項に該当する場合は、入札に参加  

することはできません。
　　①破産者で復権を得ない人
　　②町税に未納がある人
　　③暴力団または公の秩序等を害する恐れ

のある団体等の者
5.用途の制限
　（1）契約締結後、２年は転売することができ

ない。
　（2）環境を保全するための努力義務を負う。

　町教育委員会では、令和３年度から協議・検討・実証を重ねて、
今年度、広見中学校の「教育課程特例校指定」を文部科学省に申請
していましたが、２月６日付けで文部科学大臣の認可を受けまし
た。これにより、令和６年度から広見中学校では、全国初の独自
の教科「地域コミュニケーション科」を全学年に新設します。
　「地域コミュニケーション科」は、「人とふれあう　生き方に学
ぶ」をキーワードに、ライフキャリア教育を推進する教科です。
この教科の中で、多くの人たちとの交流を通して生き方を学ぶと
ともに、地域の人たちとの関わりの中で郷土を愛し誇る心を育て、
コミュニケーションスキルの向上も目指していきます。

※教育課程特例校とは、文部科学大臣が学校または地域の実態に
照らし、より効果的な教育を実施するための特別の教育課程を
編成することを認める制度です。令和５年度現在、全国の教育
課程特例校は1801校。愛媛県内では、鬼北町立日吉小学校・日
吉中学校と松山東高等学校の３校です。

・ふるさと再発見ツアー日吉編
など

・Uターン学習など ・くるまざ♡ミーティングなど

課　 係　内線22問

【1年生】
ふるさと鬼北の魅力を
　実感できる教育活動の創造

【2年生】
地域と連携した
　　教育活動の推進

【3年生】
夢をはぐくむ
　ライフキャリア教育の推進

瀬戸内シクロクロスシリーズ瀬戸内シクロクロスシリーズ

第1回 鬼北シクロクロス in 奈良川 　　開催！第1回 鬼北シクロクロス in 奈良川 　　開催！
≪令和6年2月18日（日）≫≪令和6年2月18日（日）≫

オニクロ最高！オニクロ最高！

頑張れ～頑張れ～

victory
!!!

victory
!!!

ファーストヘルメットファーストヘルメット

安全確認！
みぎ、ひだり
安全確認！
みぎ、ひだり

❶❶

❸❸

❹❹❷❷

❽❽❼❼❻❻❺❺

❾❾

会場内では園児向けの自転車安全教室やミニマルシェも同時開催されており、子供から大人まで楽しめ
る自転車イベントとなりました。参加者からは「鬼北町を訪れる良いきっかけになりました」「大会を開
催してくれてありがとうございます」「また是非参加したいです」などの声が多数寄せられました。

❶朝もやの中スタート！❷舗装されて
いない斜面を自転車で走る選手達❸
ガッツポーズでゴール！❹キッズ達も
頑張りました！❺同時開催の自転車安
全教室では園児たちの可愛い姿にほっ
こり❻沢山の応援に力をもらい力走❼
鬼北町ならでは?!鬼の面をつけて走る
選手も！❽鬼北町の特産品を手に弾け
る笑顔❾町長連合（鬼北町長・上島町
長・松前町長・砥部副町長）も耐久レー
スへ参加！会場も大いに盛り上がりま
した！みんなで記念撮影。オニクロ
最高！

心配していた天気にも恵まれた２月の日曜日。鬼北町役場裏にある奈良川河川
敷にて、鬼北町では初となるシクロクロス大会（通称：オニクロ）が開催されま
した。２月の鬼北町としては珍しく最高気温が19度を超える程の汗ばむ陽気と
なったこの日。県内外から約150名の選手たちが奈良川河川敷に集い、暑い熱
いレースが繰り広げられました！！

※シクロクロスとは舗装路や土、芝、障害物など多彩な路面状況を織り交ぜた単距離
コースを自転車で走る周回レースです。上級者、中級者、初心者、耐久レースなど
さまざまなカテゴリーがあり、自転車初心者でも参加しやすい人気の大会です。
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表　彰

お知らせ

お知らせ

　近年、地球温暖化が原因と考えられる気候変動の影響により、局所的な集中豪雨や猛暑などに
よる自然災害が発生しており、町でも平成 30 年７月豪雨で
は甚大な被害を受けました。
　国は、2020 年 10 月に、「2050 年までに温室効果ガスの排
出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指す」
ことを宣言しており、町では、再生可能エネルギー導入や町
の豊かな森林・自然が調和した持続可能なまちづくりなど、
脱炭素社会の実現を目指す町の将来ビジョンを定めた「鬼北
町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を令和６年１月
に策定し、令和６年３月議会定例会において、2050 年まで
に二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「鬼北町ゼロカーボン
シティ宣言」を表明しました。

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が行っている、「中学生
の税についての作文」、「税に関する高校生の作文」において、
山本翔平さんが宇和島税務署管内納税貯蓄組合連合会長賞
を、芝綾音さんが宇和島税務署長賞を受賞しました。
　この取り組みは、将来を担う生徒が、身近に感じた税に関
することなどを題
材に作文を書くこ
とで、「共同社会を
支える会費」という
べき税についての
関心を深め、意義
や役割を正しく理
解してもらおうと
実施されています。

　令和６年度土地・家屋価格
等縦覧帳簿を４月１日から４
月 30 日まで縦覧に供します

（土・日・祝日を除く８時 30
分から 17 時 15 分まで）。縦覧
できる方は、固定資産税（土
地・家屋）の納税者です。縦
覧には本人を確認できるもの
が必要です。

問 保 課　 係　内線2 3

問 課　 係

内線 212 212

内

2 2

ロ ー シ

ゼロカーボンシティとは

　「2050 年に二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自らが、または地方
自治体として、公表した自治体」をゼロカーボンシティといいます。

実質ゼロとは

　二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量
（※人為的なものに限る）」から、森林管理などによる
「吸収量※」を差し引いて、合計を実質的にゼロにす
ることを意味しています。

▲宣言書を持つ兵頭町長

内

　
　　

3

広報きほく　2024.4 16



 線 線

　３月２日に「JR 予土線全線開通 50 周年記念事
業」の一環で JR 近永駅に観光列車「２代目伊予
灘ものがたり」が初乗り入れし、集まった多く
の方々が手振りにてお出迎えをしました。
　当日はおもてなしとして、北宇和高校馬術部
によるポニーふれあい体験や生産食品科特製の
商品販売、太鼓集団魁による力強い演奏等が行
われ、短い停車時間ではありましたが乗客の皆
さんに鬼北の温かい雰囲気を堪能していただき
ました。

　３月２日に能登半島地震被災地支援派遣職員
の出発式が行われ、４日の朝、職員 3 名が石川
県輪島市に向けて鬼北町役場を出発しました。
今回も派遣期間は 10 日間の予定で、業務内容は
避難所運営の支援を行います。3 名の職員は、「体
調と安全に気を付けたい。不安はあるが、被災
地の方々に寄り添った対応を心がけ、精一杯頑
張りたい。」と決意表明しました。
　鬼北町では、引き続き被災地支援を行ってま
いります。

３月９日に広見体育センターで、第 20 回鬼北
町社会福祉大会が開催され、75 名の地域の方々
が参加しました。
　前半は、ボランティア表彰、家族表彰のあと、
訪問介護入浴のデモンストレーションが行われま
した。後半には『安心して老後を過ごすために』
をテーマに、公証人の川本浩二氏が講演を行いま
した。自身が他界した後に家族が揉めないよう、
公正証書を作成してくことの大切さなど、事例を
紹介しながら説明いただきました。

　３月３日に北宇和高校教育寮（北辰寮）で鬼北
町にぎわい塾が開催されました。

ゲストトークでは HARSHA COFFEE の篠崎さ
んとフリーライターの那須さんをお招きし、鬼北町
の魅力や自社事業への想いを語りました。後半には、
北辰寮のハウスマスター３名が登壇し、寮の紹介や
１年間の振り返り、令和６年度の抱負を発表しまし
た。休憩時間には、篠崎さんのコーヒーとマフィン、
ハウスマスター中井さんのピアノ演奏があり、終始
和やかな雰囲気で楽しく開催されました。
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お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

日

時
４
月
28
日
㈰

９
時
〜
12
時

13
時
〜
16
時
30
分

場

所
本
庁
１
階

町
民
生
活
課

※
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
に

記
載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で
す
。

※
電
子
証
明
書
更
新
、
券
面
記

載
事
項
変
更
等
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

戸
籍
住
民
係

内
線
２
１
７
１
、２
１
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

訪
問
申
請
サ
ポ
ー
ト

職
員
が
ご
自
宅
等
へ
伺
い
申

請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
、
役

場
へ
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
書
類
が
揃
え
ば
、
カ
ー

ド
は
本
人
限
定
受
取
郵
便
等
（
転

送
不
可
）
で
お
受
け
取
り
い
た

だ
け
ま
す
。

日

時
平
日
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

対
象
者

初
め
て
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ

る
方鬼

北
町
民
か
つ
２
カ
月
以
内

に
転
出
予
定
が
な
い
方

※
１
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課

戸
籍
住
民
係

内
線
２
１
７
１
、２
１
１
３

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」
会
場
開
設

日

時
４
月
27
日
㈯
※
予
約
が
必
要

13
時
〜
16
時

（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場

所
近
永
公
民
館

１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課

地
域
活
力
創
出
係

内
線
２
２
１
７

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

南
予
事
務
所

☎
０
８
９
３-

５
７-

６
７
０
５

定
額
減
税
に
関
す
る
源
泉
徴
収

義
務
者
向
け
説
明
会

令
和
６
年
６
月
１
日
か
ら
、

令
和
６
年
分
所
得
税
の
定
額
減

税
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
に

は
、
定
額
減
税
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
制

度
の
実
施
に
向
け
て
必
要
な
準

備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
令

和
６
年
分
所
得
税
の
定
額
減
税

に
関
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者
向

け
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時
４
月
10
日
㈬
、
４
月
25
日
㈭
、

５
月
８
日
㈬
、
５
月
22
日
㈬

全
日
10
時
〜
11
時

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

※
事
前
予
約
制

場

所
宇
和
島
税
務
署
２
階
大
会
議
室

（
宇
和
島
市
堀
端
町
１
番
38
号
）

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
税
務
署

法
人
課
税

第
１
部
門

☎
０
８
９
５-

２
２-

４
５
１
３

Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

登
録
制
度

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

事
業
所
を
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
、
住
民
が

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
っ
て

「
心
肺
停
止
状
態
」
に
な
っ
た
時
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
を
使
用
す
る
こ
と
で

１
人
で
も
多
く
の
住
民
の
命
を

守
る
事
を
推
進
し
て
い
く
制
度

で
す
。

登
録
事
業
所
付
近
で
、
１
１
９

番
通
報
が
あ
っ
た
際
に
、
必
要

に
応
じ
て

早
期
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が

行
え
る
体
制

を
構
築
し
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

登
録
方
法

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
登
録
申
請
書
を
記
入
し
、
提

出
し
て
下
さ
い
。

内
容
確
認
後
、
認
定
証
お
よ

び
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部

警
防
課

☎
０
８
９
５-

２
０-

０
１
１
９

愛
媛
県
警
察
採
用
試
験

説
明
会

日

時
４
月
９
日
㈫

14
時
〜
16
時

（
徳
島
・
高
知
県
警
と
合
同
）

４
月
17
日
㈬

18
時
30
分
〜
20
時

場

所
愛
媛
県
警
察
本
部

内

容
業
務
説
明
、
警
察
職
員
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
、警
察
官
（
大
学
卒
）

採
用
試
験
の
概
要
説
明
等

定

員
各
日
先
着
30
程
度

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
除
く
）

参
加
資
格

警
察
官
ま
た
は
警
察
事
務
職

員
を
目
指
し
て
い
る
方
（
家
族
、

保
護
者
も
可
）

申
込
方
法

希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
県

警
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
愛
媛
県
採
用
試

験
受
験
等
申
込
シ
ス
テ
ム
か
ら

参
加
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
希
望
者
は
、

事
前
に
ア
プ
リ
（Zoom

）
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
警
察
本
部

警
務
課
採
用
係

☎
０
８
９-

９
３
４-

０
１
１
０

市
立
宇
和
島
病
院
に
お
け
る

初
診
時
特
別
料
金
に
つ
い
て

市
立
宇
和
島
病
院
は
、
他
保

険
医
療
機
関
等
か
ら
の
紹
介
が

な
い
初
診
の
方
に
、
厚
生
労
働

省
の
定
め
る
初
診
時
特
別
料
金

を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
小
児
科
を
受
診
す
る
場

合
は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
ご
負
担
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
許
可
病
床
数
が

２
０
０
床
以
上
の
地
域
医
療
支

援
病
院
」
に
て
徴
収
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
厚
生
労
働
省
が

設
け
た
制
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
初
診
時
特
別
料
金
の
負
担
対

象
外
の
方

・
緊
急
や
む
を
得
な
い
と
当
院

が
判
断
し
た
方

・
国
で
認
め
ら
れ
た
公
費
負
担

医
療
の
受
給
対
象
の
方

・
特
定
の
障
害
、
特
定
の
疾
病

等
に
着
目
し
た
公
費
負
担
医

療
の
受
給
対
象
の
方

・
小
児
科
を
受
診
す
る
方

・
そ
の
他
直
接
受
診
す
る
必
要

性
を
当
院
が
認
め
た
方

問
い
合
わ
せ

市
立
宇
和
島
病
院

医
事
課
医
事
係

☎
０
８
９
５-

２
５-

１
１
１
１

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」

出
前
講
座
の
講
師
を
派
遣
し
ま
す
！

法
務
局
で
は
、
自
筆
の
遺
言

書
を
法
務
局
が
お
預
か
り
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
や
申
請
方

法
な
ど
を
法
務
局
員
が
お
伺
い

し
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対

象
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す

る
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▲定額減税特設
サイト
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時

間
平
日
10
時
〜
16
時
の
う
ち
１

時
間
程
度

場

所
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
場
所

へ
伺
い
ま
す
。

費

用
無
料

問
い
合
わ
せ

松
山
地
方
法
務
局

総
務
課

☎
０
８
９-

９
３
２-

０
８
８
８

soum
u_m

atsuyam
a_m

oj_
bal@

i.m
oj.go.jp

４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の

申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取

得
し
た
相
続
人
は
、
所
有
権
の

取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
登
記
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
よ
り
前
に
相
続
し

た
不
動
産
も
申
請
義
務
の
対
象

と
な
り
、
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
に
登
記
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
当
な
理
由
な
く
義
務
に
違

反
し
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

松
山
地
方
法
務
局

　
　
　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
０
８
９-

９
３
２-

５
８
１
４

募
集
等

愛
媛
県
警
察
官

　
　
　
（
大
学
卒
程
度
）
募
集

受
験
資
格

年
齢
17
歳
以
上
34
歳
未
満
の

者
で
、
大
学
卒
業
者
ま
た
は
令

和
７
年
３
月
末
日
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
者

申
込
期
間

４
月
22
日
㈪

１
次
試
験

５
月
11
日
㈯

体
力
試
験

５
月
12
日
㈰

教
養
試
験

※
そ
の
他
詳
細
は
、
愛
媛
県

職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

宇
和
島
警
察
署
警
務
課

☎
０
８
９
５-

２
２-

０
１
１
０

　
　

内
線
２
１
２

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

◆
入
門
課
程

日

時
６
月
３
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈪

の
毎
週
月
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場

所
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方
の
た

め
の
入
門
課
程
（
全
21
回
）
を

開
催

定

員

25
名

※
先
着

受
講
料

無
料

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
テ
キ
ス
ト
代

（
３
，３
０
０
円
）は
自
己
負
担

対
象
者

宇
和
島
圏
域
（
宇
和
島
市
・
松

野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
）
に
住

所
な
ら
び
に
勤
務
先
が
あ
る
方

申
込
期
間

４
月
26
日
㈮
ま
で

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
宇
和
島
市
福
祉
課
へ

提
出

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

宇
和
島
市
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係

☎
０
８
９
５-

２
４-

１
１
１
１

愛
媛
県
統
計
協
会

　
　
　

  

賛
助
会
員
募
集
中
！

愛
媛
県
統
計
協
会
で
は
令
和

６
年
度
の
賛
助
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
賛
助
会
員
に
は
統

計
刊
行
物
の
提
供
な
ど
特
典
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

対

象
統
計
の
普
及
・
啓
発
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
企
業
、
団
体
、
個
人

会

費
年
間
１
１
，
０
０
０
円

申

込
申
請
書
を
愛
媛
県
統
計
協
会

へ
提
出

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
企
画
統
計
課

☎
０
８
９-
９
１
２-

２
２
７
１

「
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
愛
媛
県
大
会
」作
文
募
集

愛
媛
県
で
は
中
学
生
か
ら

「
水
」
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
に
は
知

事
賞
を
贈
呈
。
こ
の
機
会
に「
水
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
愛
媛
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

対

象
愛
媛
県
内
の
中
学
生

募
集
期
間

５
月
10
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ

愛
媛
県
河
川
課

☎
０
８
９-

９
１
２-

２
６
８
０

相

談

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

の
ご
案
内

学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間

関
係
な
ど
、
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時
４
月
22
日
㈪

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
３
名
程
度
ま
で
）

対
象
者

鬼
北
町
在
住
の
方

場

所
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※
秘
密
は
お
守
り
し
ま
す
。
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ

る
方
は
４
月
15
日
㈪
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課

保
健
係

内
線
２
５
０
６

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ４月 19 日（金）　９時～ 15 時

場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり

　　 ◆日吉中央集会所

問人権…町民生活課戸籍住民係 内線 2111

行政…総務財政課行政係　  内線 7802

心配…社会福祉協議会　   ☎ 45-3709

鬼北町の応援選手を応援しよう！
　この試合は年に１度の「鬼北町の
日」です！みんなで試合を観戦、応
援しよう！

【日　　時】４月 13 日（土）
　　　　　  16 時キックオフ

【対戦相手】鹿児島ユナイテッド FC
【場　　所】ニンジニアスタジアム
（愛媛県総合運動公園 松山市上野町乙46）

　鬼北町在住の方は、通常よりお得に
チケットを購入することができます。

＃
21

パ
ク
ゴ
ヌ
選
手

＃
36

辻
周
吾
選
手
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愛
媛
若
葉
ひ
ろ
み
句
会

５・７・５に乗せて

朽
葉
掻
く
き
ら
き
ら
水
の
動
き
け
り

井
谷
　
け
い

庭
手
入
れ
爪
に
残
り
し
春
の
土

藤
田
　
光
子

藁
葺
の
屋
根
に
積
り
し
雪
の
笠

浜
田
　
千
鶴

梅
咲
い
て
庭
に
息
吹
の
い
ち
早
く高

田
　
弘
子

ア
リ
ガ
ト
で
元
気
に
な
れ
る
春
間
近
か

高
橋
　
　
妙

古
文
書
の
く
ず
し
字
読
む
や
雪
の
夜

福
本
　
恵
子

朝
一
番
真
白
に
光
る
霜
の
庭

松
岡
　
寛
孝

愛
治
俳
句
会

年
女
と
て
真
ん
中
で
写
さ
る
る

久
保
田
由
布

小
谷
川
崖
に
湧
き
出
る
寒
の
水

氏
本
佐
喜
恵

温
か
い
正
月
上
着
手
に
持
ち
て

金
子
　
和
子

春
雷
に
乳
子
が
一
瞬
泣
き
止
め
て末

廣
　
典
子

回
覧
も
鬼
も
素
通
り
老
い
し
吾

善
家
　
初
穂

暁
の
星
座
射
抜
け
り
枯
木
立

土
居
原
佳
子

冬
山
に
銃
声
の
音
乾
き
た
る

古
谷
　
久
代

長
老
が
打
つ
元
旦
の
大
太
鼓

渡
邊
三
代
子

ち

ご

か
わ

が
ん
た
ん

だ
い
こ

す
ど
お

還付金詐欺に注意！消費生活だより
　愛媛県内では特殊詐欺が多発しています。
　役場職員を名乗り、電話やメールで「介護保険料の還付金のことについて青い封筒を送ったが届いて
いないか。」という内容を話し、「還付金の期限は本日までなので、携帯電話と通帳を持って金融機関の
ATMで指示に従い操作するように。」というものです。

　ATMの操作の際に、振り込み金額を暗証番号や受付番号と言ったり、振り込みボタンを自分への振
り込みだと誤信させたりして、自分の口座へ振込み手続きをしているように言葉巧みに錯覚させるの
が手口です。「お金が返ってくるのでATMに行くように。」という電話があったら還付金詐欺です。相
手にせず、すぐに電話を切ってください。

　まずは、知らない電話には出ない、留守番電話機能、迷惑電話防止機器を
利用するなど被害にあわない対策をしましょう。

鬼北町消費生活相談窓口　45－1111
消費者ホットライン　１８８　
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コラムの広場

「特技を磨き、さらなる高みを目指して」

川井康悦　　藤波架江
浅越聖光

地域おこし協力隊　お鬼楽塾

きほくのまち人探訪
果敢に攻めていきます。渡邊さんは相
手が諦めてしまうほどのしつこいディ
フェンスで、失点を最小限にとどめま
す。
　これまで多くの試合に切磋琢磨しあ
いながら挑んできた３名は、４月から
中学生になります。土居さんと佐々木
さんは西予市にあるクラブチームで全
国大会出場を目指し、渡邊さんは中学
校のバスケットボール部に入部し、ス
タメン入りを目指して、日々精進しま
す。３名がそれぞれの目標に向かって
進む中で、「ドリブル・ディフェンス・
シュート力・体力では負けない」と、
顔を見合わせながら目を輝かせます。
　日々の練習を真剣に楽しく取り組む
広見ミニバスクラブのメンバーの姿が
印象的です。丸山監督は「バスケット
ボールに興味のある方はいつでも練習
を見に来てほしい」と話していました。

　愛媛県バスケットボール協会U12南
予支部から、広見ミニバスクラブの土
居梢さん、佐々木実生さんがベストメ
ンバー賞、渡邊樺乃さんが優秀選手賞
に選出され、表彰されました。
　監督の丸山貴広さんは、「６年生全
員がそれぞれの個性を生かしたチーム
でした。その中でも、様々な角度から
チームを引っ張ってきた３人です。協
会の中でも価値ある賞であり、ミニバ
スでの経験とチームメイトや保護者へ
の感謝の気持ちを忘れず、中学校でも
頑張ってほしいです。」と３名の受賞を
喜びます。
　土居さんは、副キャプテンとして試
合中にはメンバーを鼓舞するため、よ
り声を出し、得意の３ポイントシュー
トでチームを引っ張ります。佐々木さ
んは、プレーの判断力に優れており、
巧みに操るドリブルでどんな相手でも

- Spring Flowers -ＡＬＴの鬼の里Ｄiary ～Anne編～

　私はニューヨーク市で大学に通ってい
ましたが、そこにもたくさんの桜の木が
ありました。ニューヨーク市には「サク
ラ・パーク」という公園があり、日本か
ら友情の印として市に贈られた数百本の
桜の木があります。遠く離れた国から
やってきた日本の桜の木は、今でも多く
の人々に幸福をもたらしています。
　日本でもアメリカでも、世界中どこで
も、美しい花を楽しめることを願ってい
ます。春の訪れを歓迎します。

　春が間もなくやってきます。気温が上
がり、多くの花が咲き始めています。日
本に来て、様々な美しい花や木々を見て
うれしく思いました。花見という伝統的
な文化は私にとって非常に興味深いもの
です。
　アメリカでも春の花を愛する人は多い
ですが、花見みたいな行事はありませ
ん。アメリカの人々も日本のように花見
の習慣を始めるべきだと思います。そう
することで自然に対してより良く感謝で
きると思います。

「高校生と一緒に楮を収穫しました」

した。かぼちゃもちづくりから当日の販
売まで塾生もお手伝いに来てくれ、賑や
かに行うことができました。町のイベン
トに参加できる機会を私たちも楽しむこ
とができました。購入して下さった皆さ
ん、ありがとうございました。

　こんにちは、お鬼楽塾です！近頃は暖
かい日差しに恵まれる日も増え、春の気
配を感じています。北宇和高校では３月
１日に卒業式が行われました。お鬼楽塾
に通ってくれていた３年生も、各々が新
しい道に進むということで、準備を進め
ていることなどをワクワクした様子で知
らせてくれました。そんな姿を見てほっ
こり嬉しい気持ちになりました。卒業生
の皆さんの今後をお鬼楽塾一同、応援し
ています。
　３月10日には近永駅周辺にて桃祭り
が開催されました。お鬼楽塾も参加させ
て頂くこととなり、今回は北海道出身の
スタッフ直伝、かぼちゃもちを販売しま

地域おこし協力隊活動日記

土居　　梢さん
（近永小学校）

佐々木実生さん
（泉小学校）

渡邊　樺乃さん
（近永小学校）

ど

さ さ き み お

わたなべ か の

い こずえ
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帯状疱疹ワクチンについて

鬼北町でも帯状疱疹ワクチンに対す
る公費補助が適用となっています。
　帯状疱疹ワクチンには生ワクチンと
不活化ワクチンの２種類があり、それ
ぞれメリット、デメリットがあります。
　生ワクチンは比較的安価で１回の接
種で終了しますが、効果がやや弱く有
効期間も短くなります（予防効果50％
～、約５年間有効）。
　不活化ワクチンは長期に高い予防効
果が続く（90％以上で10年間）上に、万
一罹患した際にも神経痛の軽減効果が
期待できますが、２回接種が必要で費
用も高額となり、副反応もやや強いと
言われています。
　帯状疱疹ワクチン接種は50歳以上の
方と18歳以上で基礎疾患のある方が接
種対象となります。当院でも接種が可
能ですが、予約が必要となりますので、
接種を希望される方は、当院内科まで
ご相談ください。

北宇和病院
だよりNo.48 任意予防接種補助について

（帯状疱疹ワクチン補助の追加及び申請方法の変更について）

　令和５年４月から任意予防接種費用に対して一部補助を行っていますが、
このたび帯状疱疹ワクチンに対する補助が追加され、申請方法が下記のとお
り変更となります。

【対象となる予防接種】
・インフルエンザ（18歳以下）　・おたふくかぜ　  ・風しん
・帯状疱疹

対 象 者：50歳以上
　　　　　　補助金額：生ワクチン　　　上限 4,000円
　　　　　　　　　　　不活化ワクチン　上限10,000円（１回当たり）

【申請方法の変更について】
・変更前 町内外どの医療機関で接種しても、接種を受けた方が接種後に
　　　　　費用の全額を支払い、後日申請により町から補助金が交付され
　　　　　ました。
・変更後 町内の医療機関で接種した場合は、接種を受けた方が医療機関で
　　　　　補助金の代理受領に関する権限委任状に記載し、補助金を差し引
　　　　　いた額を支払います。
　　　　　町外の医療機関で接種した場合は変更前と変わらず、接種を受け
　　　　　た方が接種後に費用の全額を支払い、後日申請により町から補助
　　　　　金が交付されます。
　　　　　※インフルエンザ予防接種で２回分を同時に申請する場合、以前は
　　　　　別々の申請書に記載していましたが、同一の申請書で申請できます。

【その他】
※令和５年４月以降に接種したものが対象となります。
　接種から６か月以内の受付となりますので、早めに申請してください。
　ただし、令和５年４月から令和６年３月７日の間に接種した帯状疱疹ワク
　チンは、令和６年度末（令和７年３月31日）まで申請できます。
※詳細は保健介護課にお問い合わせいただくか、町のホームページで「予防
　接種」と検索してご覧ください。

問 保健介護課　保健係　内線 3112 ～ 3116

編
集
後
記

▼
年
度
末
を
迎
え
、仕
事
の
締
め
く

く
り
を
さ
れ
た
方
、新
た
な
門
出
を

迎
え
、期
待
と
不
安
で
４
月
を
迎
え

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。昨
年
度
は
、地
域
の
方
と
交
流
す

る
機
会
が
多
く
、新
し
い
業
務
に
携

わ
り
な
が
ら
、あ
っ
と
い
う
間
に
１

年
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。今
年
度

は
、一
つ
一
つ
の
業
務
に
よ
り
向
き

合
い
、地
域
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、業
務
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。（
咲
）

役
場
の
中
庭
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
植
え
ら
れ
、
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
毎
朝
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
美
化
活
動
を
し
て
い
る
職

員
に
植
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
花
び
ら
を
た
た

み
、
朝
日
と
共
に
開
き
ま
す
。

ま
だ
、
数
本
し
か
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
花

が
一
気
に
咲
く
と
花
い
っ
ぱ
い

の
中
庭
に
な
り
そ
う
で
す
。

先
日
小
学
生
が
花
い
っ
ぱ
い

運
動
で
地
域
事
業
所
に
花
壇
を

設
置
し
ま
し
た
。
町
内
に
た
く

さ
ん
の
お
花
が
見
ら
れ
、
春
の

訪
れ
を
も
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

今

月

の

１

枚
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織
田
　
峻
輔
く
ん

１
歳
奈
良

1歳のお誕生日おめでとう！
しゅんすけが笑うとみんな嬉しいよ！
これからも元気に遊ぼうね♪

し
ゅ
ん
す
け

お
り
た

桂
　
美
月
ち
ゃ
ん

２
歳
奈
良

歌って踊って笑顔いっぱい☺
毎日色んなことができるようになる美
月ちゃん♪
2歳のお誕生日おめでとう♡

か
つ
ら

み
づ
き

　
川
　
貴
斗
く
ん

３
歳
清
水

いつもニコニコで笑わせてくれてあり
がとう☺
これからもその笑顔で皆を明るくして
ね♡

た
か
と

く
ず
か
わ

高
田
　
紘
明
く
ん２

歳
永
野
市

いつもニコニコで元気いっぱい！
2歳になったらどんな事できるんかな☺
これからの成長も楽しみにしてるよ！

た
か
た

ひ
ろ
あ
き

那
須
　
千
莉
ち
ゃ
ん２

歳
清
延

明るく元気いっぱいなせんちゃん。
2歳もたくさん笑顔を見せてね
元気に大きくなあれ！☺

せ
ん
り

な

す

程
内
　
勇
斗
く
ん

３
歳
川
上

自分でできることも増え、お話でき
るようになりました☺
元気に大きくなって下さい!!

ゆ
う
と

ほ
ど
う
ち

松
浦
　
妃
花
ち
ゃ
ん３

歳
奈
良

ひなちゃんお誕生日おめでとう♡
3歳も可愛く元気にすごそうね！
ひなちゃん大スキだよ～☺♡

ま
つ
う
ら

ひ

な

Happy Birthday
４月生まれの元鬼っず　ー元気な鬼北っ子ー

げんき

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

西
野
陽
禾
里
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帯状疱疹ワクチンについて

鬼北町でも帯状疱疹ワクチンに対す
る公費補助が適用となっています。

帯状疱疹ワクチンには生ワクチンと
不活化ワクチンの２種類があり、それ
ぞれメリット、デメリットがあります。

生ワクチンは比較的安価で１回の接
種で終了しますが、効果がやや弱く有
効期間も短くなります（予防効果50％
～、約５年間有効）。

不活化ワクチンは長期に高い予防効
果が続く（90％以上で10年間）上に、万
一罹患した際にも神経痛の軽減効果が
期待できますが、２回接種が必要で費
用も高額となり、副反応もやや強いと
言われています。

帯状疱疹ワクチン接種は50歳以上の
方と18歳以上で基礎疾患のある方が接
種対象となります。当院でも接種が可
能ですが、予約が必要となりますので、
接種を希望される方は、当院内科まで
ご相談ください。

北宇和病院
だよりNo.48 任意予防接種補助について

（帯状疱疹ワクチン補助の追加及び申請方法の変更について）

令和５年４月から任意予防接種費用に対して一部補助を行っていますが、
このたび帯状疱疹ワクチンに対する補助が追加され、申請方法が下記のとお
り変更となります。

【対象となる予防接種】
・インフルエンザ（18歳以下）　・おたふくかぜ　  ・風しん
・帯状疱疹

対 象 者：50歳以上
　　　　　　補助金額：生ワクチン　　　上限 4,000円
　　　　　　　　　　　不活化ワクチン　上限10,000円（１回当たり）

【申請方法の変更について】
・変更前 町内外どの医療機関で接種しても、接種を受けた方が接種後に

費用の全額を支払い、後日申請により町から補助金が交付され
　　　　　ました。
・変更後 町内の医療機関で接種した場合は、接種を受けた方が医療機関で

補助金の代理受領に関する権限委任状に記載し、補助金を差し引
　　　　　いた額を支払います。

町外の医療機関で接種した場合は変更前と変わらず、接種を受け
た方が接種後に費用の全額を支払い、後日申請により町から補助

　　　　　金が交付されます。
　　　　　※インフルエンザ予防接種で２回分を同時に申請する場合、以前は

別々の申請書に記載していましたが、同一の申請書で申請できます。

【その他】
※令和５年４月以降に接種したものが対象となります。
　接種から６か月以内の受付となりますので、早めに申請してください。
　ただし、令和５年４月から令和６年３月７日の間に接種した帯状疱疹ワク
　チンは、令和６年度末（令和７年３月31日）まで申請できます。
※詳細は保健介護課にお問い合わせいただくか、町のホームページで「予防
　接種」と検索してご覧ください。

問 保健介護課　保健係　内線 3112 ～ 3116

編
集
後
記

▼
年
度
末
を
迎
え
、仕
事
の
締
め
く

く
り
を
さ
れ
た
方
、新
た
な
門
出
を

迎
え
、期
待
と
不
安
で
４
月
を
迎
え

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。昨
年
度
は
、地
域
の
方
と
交
流
す

る
機
会
が
多
く
、新
し
い
業
務
に
携

わ
り
な
が
ら
、あ
っ
と
い
う
間
に
１

年
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。今
年
度

は
、一
つ
一
つ
の
業
務
に
よ
り
向
き

合
い
、地
域
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、業
務
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。（
咲
）

役
場
の
中
庭
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
植
え
ら
れ
、
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
毎
朝
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
美
化
活
動
を
し
て
い
る
職

員
に
植
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
花
び
ら
を
た
た

み
、
朝
日
と
共
に
開
き
ま
す
。

ま
だ
、
数
本
し
か
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
の
花

が
一
気
に
咲
く
と
花
い
っ
ぱ
い

の
中
庭
に
な
り
そ
う
で
す
。

先
日
小
学
生
が
花
い
っ
ぱ
い

運
動
で
地
域
事
業
所
に
花
壇
を

設
置
し
ま
し
た
。
町
内
に
た
く

さ
ん
の
お
花
が
見
ら
れ
、
春
の

訪
れ
を
も
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

今

月

の
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枚
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問 保健介護課　保健係　内線 311

鬼北町食生活改善推進協議会　

減塩応援レシピ 
『キャベツと豚のレンジ蒸し』―食生活改善推進協議会 近永支部―

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ

泉
地
区
に
お
住
い
の
森
下
さ
ん
ご
夫
婦
。
職

場
の
同
僚
で
あ
り
、
鬼
北
町
青
年
団
活
動
を

き
っ
か
け
に
出
会
い
ま
し
た
。

愛
海
さ
ん
は
自
然
が
多
い
所
で
生
活
し
て
み

た
い
と
、
就
職
を
機
に
鬼
北
町
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
鬼
北
町
の
高
血
圧
問
題
を
健
康

的
に
解
決
す
る
べ
く
、
栄
養
士
と
し
て
薄
味
で

も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
秀
二
さ
ん
は
減
塩
料
理
を
毎
月
数

品
試
食
し
て
い
る
そ
う
で
、
薄
味
に
慣
れ
、
素

材
の
味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
日
吉
地
域
で
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
指
導
者

と
し
て
約
10
年
間
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
楽
し
さ

を
教
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
お
２
人
は
愛
犬
お
ふ
く
ち
ゃ
ん
と
、

の
ん
び
り
穏
や
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
お
ふ

く
ち
ゃ
ん
は
里
親
募
集
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を

愛
海
さ
ん
が
見
つ
け
、
徳
島
に
会
い
に
行
き
、

二
人
で
迎
え
入
れ
る
と
決
め
た
そ
う
で
す
。
今

で
は
１
日
２
回
決
ま
っ
た
お
散
歩
コ
ー
ス
を
歩

き
な
が
ら
、
そ
の
日
の
出
来
事
な
ど
を
話
す
こ

と
が
日
課
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

年
に
１
回
は
旅
行
に
行
き
た
い
と
話
す
お
２

人
は
、
将
来
お
ふ
く
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
た
く
さ

ん
の
景
色
を
見
て
、
た
く
さ
ん
の
場
所
を
訪
れ

た
い
と
心
弾
ま
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た

ち
ら
し
く
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

の
ん
び
り
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い

森
下

秀し
ゅ
う
じ二

さ
ん

愛な
る
み海

さ
ん

愛
犬
お
ふ
く
ち
ゃ
ん

No.154

電子レンジで簡単にできる一品。マヨネーズのコクで減塩だけど満足感
のあるおかずに仕上がります。

１人当たりの栄養量
エネルギー：308㎉　たんぱく質：11.6g　脂質：28.0g
炭水化物：6.0g　食塩相当量：0.6g

〔材料〕２人分
キャベツ1/4個（150g）、 豚薄切り肉（バラなど）140g、 料理酒大さじ１、
マヨポンソース（マヨネーズ大さじ1、 ポン酢大さじ1、 おろし生姜小さじ
1/2）、 かつお節2g、 青ネギの小口切り適量

〔作り方〕
❶キャベツは食べやすい大きさにざく切りにする。
❷豚肉はキッチンバサミで一口大に切る。
❸耐熱皿にキャベツを敷き、上からほぐしながら豚肉を盛り、最後に酒

をふる。
❹ふんわりとラップをして、600Wで４分間加熱する。豚肉に火が通ってい

るか確認する。（赤身が見えていたら、様子を見ながら30秒ずつ加熱する）
❺合わせておいたマヨポンソースをかけ、上からかつお節、青ネギをふる。




